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●安定したＥＢＩＴＤＡ／インタレスト・カバレッジ、株主資本比率の着実な上昇

（1995年3月期を100とした指数）
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設備投資

2,684 2,580

2,163 2,150 2,160

717 819 857

2,969 3,017
2,881

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

98.3 99.3 2000.3 2001.3 2002.3

（単位：億円）

非運輸業

運輸業

3,295 3 ,296

2 ,837

3 ,196 3 ,219
減価償却費

２



23 ,196 23 ,074
20 ,608 20,290

23 ,189 22,613

23 ,202

23 ,922

24 ,99026 ,109

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

99.3 2000.3 2001.3 2002.3 2002.9

（単位：億円）

社債および長期
借入金

鉄道施設購入
長期未払金

46,997
48 ,186

49 ,312

43 ,798

4.55

4.18
4.09

4.40

4.04

平均金利(％)

長期債務長期債務

42,903

3



●新幹線買取債務が５割、長期借入金が３割、社債が２割
2002年9月末 連結貸借対照表（億円）

鉄道施設購入長期未払金

2
(0.0）

繰延資産

68,963
(100.0）

9,789
(14.2）

344
（0.5）

46,739
（67.8）

12,089
（17.5）

資 本

少数株主
持 分

固定負債

負債・資本

合 計

68,963
(100.0）

資産

合計

64,623
(93.7）

4,337
(6.3)

固定資産

流動負債流動資産

負債・資本資産

（100.0）42,903

（19.3）

（28.0）

（52.7）

8,278

12,011
(3,548)

22,613
(1,326）

社債

長期借入金

（内1年以内返済）

鉄道施設購入

長期未払金

（内1年以内返済）

長期債務の内訳

（2002.3）～2022.9元利均等4.53%変動230367モノレール債務

運輸施設整備事業団が負担する債務の償還資金

在来線（常磐新線等）の整備

整備新幹線

借入先における用途

1997.3～2022.3

1991.10～2017.3
1991.10～2017.3
1991.10～2051.9

借入期間

平均5.28%

0.16%

4. 68%
6.35%
6.55%

利率変動/固定

元利均等

元利均等

元利均等

元利均等

支払方法

変動

変動

固定

固定

金利

22,613

218

22,163

13,803
4,775
3,584

借入残高

（億円）

279

31,069

21,018
6,385
3,665

買取時元本

（億円）

合計

秋田新幹線

合計

１号債務（＊）

２号債務（＊）

３号債務（＊）

（＊）「新幹線鉄道にかかる鉄道施設の譲渡等に関する法律施行令」第１条の、それぞれ第１号、２号、３号に規定されていることによる通称

債務構成債務構成
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●年２～４千億円の定時償還／新幹線1号債務の一部早期償還 （連結）
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注１：単体長期債務削減：2002年3月期から2004年3月期までに5,000億円削減予定
2002年3月期から2006年3月期までに7,500億円削減予定

注２：計画額は2002年3月時点
注３：新幹線1号債務の早期償還額は予定額

長期借入金

新幹線1号債務の

早期償還

社債

鉄道施設購入長期
未払金定時償還

長期債務の償還スケジュール長期債務の償還スケジュール

4，356

2,690

3,272
3,467

4，624
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トヨタ自動車、ＮＴＴドコモ、
東京ガス

JR東日本、東京電力、ＮＴＴ

日本国、京王電鉄

京浜急行電鉄

阪急電鉄

東京急行電鉄

小田急電鉄（pi)

京浜急行電鉄（pi）

JR西日本（pi)

JR東海(pi)、京王電鉄(pi)

日本国、JR東日本、東京電力、
NTT、ＮＴＴドコモ、東京ガス

Aa1

Aa2

Aa3

A1

A2

A3

Baa1

Baa2

Baa3

AA+

AA

AA-

A+

A

A-

BBB+

BBB

BBB-

ムーディーズ Ｓ＆Ｐ

トヨタ自動車Aaa AAA

※2002年11月1日現在の長期優先債務格付け

Ｒ＆Ｉ

AAA

AA+

AA

AA-

A+

A

A-

BBB+

BBB

BBB-

JR東日本、東京電力、東京ガス

ＪＲ西日本、ＪＲ東海、ＮＴＴドコモ

京王電鉄

日本国、トヨタ自動車

小田急電鉄

京浜急行電鉄、東京急行電鉄
全日本空輸、日本航空

阪急電鉄

東武鉄道

信用格付信用格付
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高齢者の増加を理由とした格下げ

ＡＡＡ ⇒ ＡＡ＋（2002.7.12）

高齢化の進展に対する
当社の認識

・東京圏の人口は減らない
・女性の社会進出による女性就労者の
増加

・年金支給開始年齢の引き上げによ
る高齢就労者の増加

・高齢者のライフスタイルの変化
（時間もお金も元気もある高齢者の増加）

当社の対策

・バリアフリーの駅作り
・シニア向けの旅行商
品開発

・ネットワークの強化

R&Iによる格下げについてR&Iによる格下げについて

7



●他の社債とのコンフリクトを生じない。

－無担保社債に社債管理会社を設置した場合、将来、既発の一般担

保付社債が劣後する可能性あり

●対象投資家の明確化
－機関投資家を対象

FA債選択の理由FA債選択の理由
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2032.5.202022.9.202012.9.20償還日

2002.10.162002.9.202002.9.20発行日

2.34％2.02％1.36％クーポン

200億円200億円300億円発行額

みずほ証券三菱証券野村證券主幹事

証券会社

100円100円100円発行価額

8.25/2.258.25/2.258.25/2.25利払日

22回21回20回回号

２００2年度の社債発行実績２００2年度の社債発行実績
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